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研究要旨 エビデンスに基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制の構築に資する目的で、

2005 年に地域住民を対象として骨粗鬆症検診を開始したコホート研究において追跡調査を実

施した。2019年度は一般住民を対象とした大規模住民コホートにおいて、和歌山県太地町在住

の 40歳以上の住民を対象とした骨粗鬆症検診において、Dual Energy Absorptiometry（DXA）に

よる腰椎、大腿骨頸部の骨密度測定、身体計測(身長、体重)、運動機能 (握力、歩行速度)、栄

養調査、骨粗鬆症による骨折の問診票（FRAX）である。漁村住民のうち 1,175人（男性 380人、

女性 795人､平均年齢 62.8歳（標準偏差 13.1歳））の参加を得た。  

 

A.  研究目的 

骨粗鬆症（OP）の予防は人生 100年を迎えようと

しているわが国にとって、健康寿命の延伸を目指

す上で極めて重要であり、科学的根拠に基づいた

有効な予防方法の普及啓発及び早期発見に向け

た OP対策の実施が必要とされている。 

OP は骨折に至らなければほぼ無症状で経過する

ため、早期発見には地域住民を対象とした検診が

必要となる。しかしながら OP 検診実施率は全国

平均で 5.0%と極めて低く、さらに OP検診の手法

や対象者の年齢、実施間隔も統一されておらず、

それらの効果も明らかではない。 

今回、我々はエビデンスに基づく持続可能で効果

的な骨粗鬆症検診体制の構築に資する目的で、

2005 年から地域住民を対象として実施している

骨粗鬆症検診の追跡調査を実施した。 

 

B.  研究方法 

2019 年度は一般住民を対象とした大規模住民コ

ホートにおいて、和歌山県太地町在住の 40 歳以

上の住民を対象として、骨粗鬆症検診を実施した。

実施項目は、Dual Energy Absorptiometry（DXA）

による腰椎、大腿骨頸部の骨密度測定、身体計測

(身長、体重)、運動機能 (握力、歩行速度)、栄養

調査、骨粗鬆症による骨折の問診票で（FRAX）

である。会場型の検診は 2019年 12月末に終了し、

その後 2020年 1月〜3月にかけて会場に来られな

かった対象者に郵送による問診票調査を実施し

た。 

 

C.  結果 

2020 年 3 月末に検診終了し、1,175 人（男性 380

人、女性 795人､平均年齢 62.8歳（標準偏差 13.1

歳））の参加を得た。検診期間中の有害事象はな

かった。 

 

D.  考察 

2019 年度は地域住民コホート漁村住民を対象と

して中高年男女 1,175 人の骨密度測定を実施し得

た。来年度はまず漁村住民ともう一つの故ホート

である山村住民の結果、および過去 13 年に及ぶ

検診データをリンケージして OP 検診の有効性を

検証する予定である。 

 

E.  結論 

地域住民コホート住民を対象として中高年男女

の骨密度検診を実施し、1,175 人（男性 380 人、

女性 795人､平均年齢 62.8歳（標準偏差 13.1歳））
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の参加を得た。 
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